





















































































所に朱訂を加えたという態のものであり、誤読・誤植の指摘が多く、眉上その他の余白を用いて補記したりもする。またその指摘の多く 素直に納得できる。それゆえ新出本に接した最初の感懐は、寛文十年板がこれほど多くの箇所に疑問を差挟む余地を残すテキストであった か、 いう驚きであった。
もとより、この朱訂を鵜呑みにして正誤を云々するのは










































































































































うしろの二例は朱訂を免れている。 「凉」は初秋の季節感を籠めて多用され、 「六月」 と 「七月」 との二つ 部立に限っても「夕
凉レウ














































































































ここに、 「披霧」 （二三ウ） の条の 「雲霧」 から 「雪霧」 へ、
「不堪七
｣ （三七オ）の条の「知音」から「知夢」へという、






























































































































































































あし」を測って季節・時間の推移を知る。それゆえヒカゲの訓となる であろう。 『金玉和襟集』 の 「短昝」 を 「短晷」の誤写とするとき、意味が落ち着く。 「短晷」とは短日の













































































































































と残りの 〔ⅰ ・ ⅸ〕 とである。 〔ⅱ～ⅷ〕 グループは語釈に、
物クサキ・モノウキ・アヂキナク物ウイ・アヂキナイ・モノクサケ


















































































































































































































































































































宿鷺起円沙 （杜甫 「草堂即事」 ）
「花隔




































































時代の読みとは考えがたいルビの跋扈することや、点画のはしばしが胡乱な漢字の跳梁する事実にたどり着いた。この先さらに転写によって生じ であろう脱文とか後人による補足などを検証することにより、村菴和尚が『金玉和袖集』に盛ろうとしたものの実体が明らかになると思われるが、それは別稿を期すこと して、と あえずこ あたりで筆を留め 。また、読書子による朱訂は詩語七八七 うちの一一八語に及び、今回採りあげたものは、まさ 九牛の一毛に過ぎない。そ 全貌の紹介も別に機会を得 と思う次第である。注（１）




























フルニ、サギガカタシツマタテ、イタナリ ソノ鷺翹ノ字モ聯字ソ 雨汀モ聯字ソ」 （詩学大成抄・八・秋） 「
衣イ

















































氏 「 『下学集』 における字形相似の文字
―
『和漢朗詠集』
所収句の表記字体語注釈から
―
」 （ 「駒沢短大国文」
三六
　
平一八 ・ 三）を参照した。
（
15） 底本に明暦二年の和刻本を用いた。
（
16） 易林本節用集も「
籜
　
タケノカハ」とする。
（わたなべ
　
もりくに・実践女子大学名誉教授）
